






 論 文 内 容 要 旨 




 対象は東北大学病院・唇顎口蓋裂センターにて、永久歯列期まで治療・管理を行ってきた片側性唇顎口蓋裂 48例（男子 31
例、女子 17例）とした。5-year-olds’ Indexによる内訳は、スコア 1が 3例、スコア2が 7例、スコア 3が 22例、スコア
4が 13例、スコア 5が 3例であった。平均値は 3.13であった。これらをスコア 1,2（以下 A）群とスコア 3（以下 B）群、ス
コア 4,5（以下 C）群の 3群にわけた。乳歯列期（4.9±0.5歳）と永久歯列期（13.6±1.1歳）に採得した歯列模型とセファ
ログラムを用い、模型分析では咬合状態と歯列弓の幅径を、セファロ分析では上下顎の前後的位置関係と切歯軸を評価し、こ
れらの結果を標準値と比較するとともに、３群のデータとスコアとの相関を検討した。 
 その結果、永久歯列期の咬合状態は、前歯部、側方歯部ともにスコアが大きいほど悪かった。乳歯列期と永久歯列期の上顎
歯列弓幅径は概ね標準値よりも小さく、永久歯列期ではスコアが大きくなるほど小さい値を示した。SNA、SNB、上下顎の切歯
軸は標準値よりも小さめであったが、乳歯列期のSNAを除いていずれの時期、計測項目においても相関はなかった。乳歯列期
のSNAと乳歯列期および永久歯列期の顎間関係（ANBとA-B 平面角）はスコアが大きくなるほど悪化した。乳歯列期から永久
歯列期に至る歯顎顔面形態の変化とスコアとの関連性は認められなかった。治療による介入はスコアが大きくなるほど増加す
る傾向にあった。 
5-year-olds’ Index の評価は乳歯列期の上顎骨の位置と上下顎骨の前後的位置関係を反映しており、後者は治療介入を受
けた永久歯列期においても持続していること、咬合関係も同様の傾向があることがわかった。本指標は一次手術の術後評価だ
けでなく、これらの患者の予後をある程度推定することも可能であると考えられた。 
 
 
